
３－７

H27 H28 H29 H30 H31

1 5.72冊 5.72冊 5.98冊 5.85冊 6.00冊

2 28,786件 28,786件 27,695件 28,800件 28,850件

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成28年度】

主管課名（担当名） 図書館　奉仕担当

事務事業名 図書整備事業 事業番号 180

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

利用者（市民他）

対象者の今後の予想 人口減により減少傾向

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 生涯学習活動の推進

施策目標 市民が生涯にわたって学び豊かな心を育むことができるまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

市民一人当たりの蔵書数

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

全世代の市民利用に対応するため、児童書・一般図書・郷土資料等の蔵書更新とこれに伴う除籍作
業。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

「市民の本棚」として役立つ、新鮮で深みのある魅力的な蔵書の整備充実を図り、市民が多様な本
に触れ、読書に親しむことにより、情操を豊かにし、学び考える力を養い、生活の潤いと教養を高
め、人生の充実につながる。さらに、図書館利用者の拡大にもつながる。

３　事務事業の現状

図書資料貸出件数

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

その他

H29予算

5,800 5,800 6,000

国道支出金

地方債

707 786 786

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 6,507 6,586 6,786

一般財源 5,800 5,800 6,000

人員（人工） 0.09 0.10 0.10

内

訳

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 1,088 1,101

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） 1 1.0



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
利用動向に留意しながら、適正配置や配架工夫し利用促進を図るとともに選書と除籍のバランスを
保ち、適正な蔵書更新と構成の維持に努める。

今後の動向・市民ニーズなど
最もリクエストや利用の多い幅広い新刊図書や児童書の配置希望、水産漁業等産業図鑑や専門
書、そして郷土資料収集への期待が大きい。恒常的に多様な蔵書拡充の要望がある

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

限られた予算の中で如何に市民にとって有用な蔵書を選書するか、除籍図書とのバランスを取りな
がら進めることは永遠の課題である。したがって、方法論的な見直しを随時行っていかなければなら
ない。しかしながら、新規蔵書更新は勿論だが、消耗・損傷の激しい資料等の更新も必要となるた
め、最大限の予算確保が必要である。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

事業費総体が図書等の購入費であるため、単位コストの減は困難である。また、視聴覚資料（ＤＶ
Ｄ）は著作権の関係上、一般のＤＶＤより高価格であるため、単位コストの減はかなり困難である。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

人口減が続く中、貸出実績の減少割合は小さい。書庫環境の整理が進んでいる。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

市民の学ぶ権利を保障し、市民が利用する生涯学習施設として、すべての世代を対象とする資料提
供並びに多様な図書館サービスを円滑に提供・継続するためには、市主導以外では限界がある。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
■見直しのうえで継続　（■拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

図書館における図書整備という独自の性格上、他の事業との統合の可能性はない。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

図書館無料の原則から、受益者負担の考えはない。



３－７

H27 H28 H29 H30 H31

1 59,500人 59,416人 56,298人 59,500人 59,500人

2 520,000件 519,195件 598,741件 520,000件 520,000件

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成28年度】

主管課名（担当名） 図書館　管理担当

事務事業名 図書館整備事業 事業番号 12051

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

利用者（市民他）

対象者の今後の予想 人口減により減少傾向

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 生涯学習活動の推進

施策目標 市民が生涯にわたって学び豊かな心を育むことができるまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

図書館利用人数

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

利用者が安心・安全・快適に利用することが可能な利便性の高い生涯学習施設として、図書館の施
設環境整備を図る。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

市民の生涯学習施設として、安心・安全・快適な施設環境整備を図ることにより、多様化する市民
ニーズに対し、迅速に対応できる情報学習拠点としての役割を果たす。

３　事務事業の現状

インターネットサービス利用件数

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

その他

H29予算

9,440 9,434 6,849

国道支出金

地方債

707 786 786

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 10,147 10,220 7,635

一般財源 9,440 9,434 6,849

人員（人工） 0.09 0.10 0.10

内

訳

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 1 1

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） 1 1



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
今後、電算化システム（図書館蔵書管理検索システム）において、利用者にとってより利便性を高め
られる更新等を図る。

今後の動向・市民ニーズなど
市民が利用する生涯学習施設として、環境整備及び情報拠点としての利便性向上への市民ニーズ
がある。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

多様化する市民ニーズに対応するためにも、所蔵検索システムの更新は必要不可欠であり、毎年
の保守点検が必要である。また、施設の老朽化は否めない事実であり、施設環境・機能を維持する
ため、適時に修繕等を行わなければならない。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

システム更新と施設等の修繕が事業の大半であるため、単位コストの減は困難である。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

人口減が続く中、図書館利用者数、貸出数は減少割合は小さい。また、所蔵検索システムの利用率
は上昇している。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

最近の生涯学習の市民ニーズは、郷土資料等のレファレンスであり、これに対応するためにはかな
り高度な知識と経験が必要となる。資料の管理についても長期的な展望を見据えて進めていかなけ
ればならないため、相当難しいと言わざるを得ない。また、施設新築段階においても民間での運営
は難しい。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
■見直しのうえで継続　（□拡充　　■手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

図書館整備という性格上、他の事業との統合の可能性はない。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

図書館無料の原則から、受益者負担の考えはない。


